（様式２　第１回コア会議資料・実施計画書）

平成●年●月●日　
○○市△△町□□地区　津波避難計画検討会　実施計画（案）
１．本事業の目的

　○東日本大震災では、過去の体験等から「自分のところには津波が来ても大した被害はない」と考えて逃げなかった人や、家族を迎えに行ったり、渋滞に巻き込まれたり、避難場所が分からない等の理由で逃げ遅れた多くの人々が犠牲になりました。

〇この教訓を踏まえ、避難を確実にしていくためには、誰かに指示されて避難を行うのではなく、自らの命を守るために自らが決めて行うことが必要です。

〇このため、住民一人ひとりが自らの津波避難計画を自ら作成する「Ｍｙまっぷラン」と名づけた一人ひとりの避難計画を、住民全体のワークショップにおいて議論し、それを地域全体の津波避難計画につなげ、地域の防災力向上に結び付けていくプロセスが必要です。

〇本事業は、この「Ｍｙマップラン」を活用して、地域の避難計画を作成することを目的に実施するものです。
２．対象地域
　　○対象地域：○○市△△町□□地区（人口約〇〇人、世帯数約△△世帯）
３．実施手順
　　実施手順は、次ページの通りです。
　　　■「Ｍｙまっぷラン」の表面（裏面は、地域の図面）

　Ａ３版を折りたたみ、Ａ６版のポケットサイズになります。
[image: image1.emf]
　　■本事業の手順

[image: image2.emf]Myまっぷラン集計結果を入れるMyまっぷラン集計結果


４．各検討会の概要
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５．確認事項

①ワークショップの回数とその内容、会場、スケジュール
②コアメンバーの役割分担
〇企画進行役　：ワークショップの進め方の立案、ワークショップの司会進行
〇運営スタッフ：ワークショップの準備作業・グループ検討の補助
〇「Ｍｙまっぷラン」の作成：市町防災主管課と相談し、地域の「Ｍｙまっぷラン」を作成

③次回以降会議の住民への周知方法（チラシの作成と配布の方法等）
６．スケジュール（案）
	項目
	日時
	場所
	参加者
	内容

	1 第2回検討会
（タウンウォッチング）
	●/●（●）

00:00～00:00
	□□□□□
	住民
	・タウンウォッチング
・防災マップ作成　

	「Myまっぷラン」の

配布
	
	
	
	

	2 第3回検討会
（一人ひとりの避難計画の集計）
	●/●（●）

00:00～00:00
	□□□□□
	住民
	・「Ｍｙまっぷラン」の集計

・災害時要援護者の避難

・自動車での避難

	3 第4回検討会
（津波避難訓練）
	●/●（●）

00:00～00:00
	□□□□□
	住民
	・津波避難訓練の実施
・津波避難訓練の評価

・今後の取組

	4 第5回検討会
（地域の津波避難計画作成）
	●/●（●）

00:00～00:00
	□□□□□
	コア
	・地域の津波避難計画作成

・今後の取組


「Ｍｙまっぷラン」を活用した津波避難計画作成の手順





























































































































Ⅰ．対象地域の設定





Ⅱ．コアメンバーの人選（検討メンバーで地域防災活動のキーマン）





Ⅲ．ワークショップの開催（５回程度のプログラムを想定）





地域の津波避難計画の作成





※コア会議はコアメンバーによる会議、全体会議は地域の住民を対象にした会議





第２回（全体会議）　タウンウォッチング等で地域の課題を認識





第３回（全体会議）　「Ｍｙまっぷラン」を集計し、避難行動を検討





第４回（全体会議）　津波避難訓練を実施し、今後の取組を検討





第５回（コア会議）　地域の津波避難計画を作成し、今後の取組を検討





「Ｍｙまっぷラン」を配布し、各自で一人ひとりの津波避難計画を作成





事前準備





第１回（コア会議）　ワークショップの企画





第1回（コア会議）　目的を確認し、ワークショップを企画する








【概要】


　○本取組の目的・趣旨を確認します。


○ワークショップの流れと各回の検討内容・進め方、関係者間の役割分担を確認します。


○その他、ワークショップの周知方法の確認、「Ｍｙまっぷラン」の配布・回収方法の確認等を行います。


○地域の課題について意見交換します。





　


○本取組の目的・趣旨の確認


・地域住民が主体になったワークショップの実施、地域の津波避難計画作成の目的と目標について理解します。


○住民が参加するワークショップの進め方の確認


・ワークショップの回数とその内容、会場を決めます。


・コアメンバーの役割分担を決めます。


企画進行役　：ワークショップの進め方の立案、ワークショップの司会進行


運営スタッフ：ワークショップの準備作業・グループ検討の補助


「Ｍｙまっぷラン」の作成：コアメンバーで作成が困難な場合には、市町等に協力を依頼します。


　・住民への周知方法（チラシの作成と配布の方法等）を決めます。


○地域の実情・課題認識の確認


　・津波に対する意識・理解、活動状況、津波避難に関する問題・不安等を参加者全員で確認します。





ポ　イ　ン　ト





【概要】


○津波避難について参加者の意識・理解を共有するための研修を行います。


○地図を使って、参加者のグループごとに「まち」の構造を把握し、避難場所の候補と避難経路を話し合います。避難場所の候補までの経路をタウンウォッチングし、危険な場所、役に立つ場所等を把握します。


○タウンウォッチングの結果を防災マップにまとめ、気付いたことや課題を話し合います。


○「Ｍｙまっぷラン」を全住民に配布し、次回までに住民一人ひとりが津波避難計画を作成します。








第2回（全体会議）　タウンウォッチング等で地域の課題を認識する
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○津波避難に関する研修等


・津波避難に関する基礎知識、地域の津波避難計画作成の必要性等を参加者で共通認識することが重要です。


○防災マップの作成


・防災マップには、以下のように「まち」の構造の把握やタウンウォッチング等により危険な場所や役に立つ場所等を書き込みます。防災マップを作成する過程を通して、地域の課題を再認識することができます。


※防災マップとは、地震が起こったときに危険な場所や物、または役に立つ場所や物が地図に記入されていて、災害時に役に立つ情報を得ることができる地図で、「Ｍｙまっぷラン」を作成する際の参考となるものです。


【防災マップに記入する項目】


項　目�
内　容�
�
「まち」の構造の把握�
道路、鉄道、河川・水路等�
�
津波に関する危険性の把握�
津波浸水予測区域等�
�
避難場所の選定�
津波浸水予測区域の外側（水平避難）あるいは最大津波高よりも高い施設（垂直避難）�
�
危険な場所の抽出�
避難時に危険な場所（転倒・落下・倒壊の危険性のあるブロック塀、看板、危険物等）�
�
役に立つ場所の抽出�
一時的に避難できる場所（空き地、公園等）、消火活動機材のある場所（消火栓、消火器、防火水槽等）、災害時に役に立つ場所（病院、食堂、食料品店、公衆電話等）等�
�
避難経路の選定�
避難場所まで短時間、安全に避難できる経路�
�



○「Ｍｙまっぷラン」の配布


　・個人情報保護の観点から全住民への配布は大きな課題となります。自治会による広報等の配布手続きの活用、コアメンバーが手分けして各戸訪問する等、地域にあった配布方法の検討が必要です。





【概要】


○地域住民一人ひとりが作成し持参した「Ｍｙまっぷラン」の避難場所と避難経路を集計し、問題点（避難場所の広さ・収容人員、道路への人の集中等）を話し合います。　


○避難の際の行動（災害時要援護者の避難、自動車による避難等）について、グループで話し合います。


○これらの話し合いにより、避難の際にどのように行動したらよいか、地域で検討すべき課題を共有します。





第３回（全体会議）　「Ｍｙまっぷラン」を集計し、避難行動を検討する











○「Ｍｙまっぷラン」の作成と会議への持参


・今回の会議までに地域の全住民に「Ｍｙまっぷラン」記入用紙を配布し、一人ひとりが津波避難計画を作成し、会議に持参します。会議に参加できない人は、地域の代表者等に渡します。家族や近所の人と話しあって作成することで、津波避難に関する意識の向上、地域の防災力向上につながります。





○「Ｍｙまっぷラン」の集計と課題の抽出


・「Ｍｙまっぷラン」を持ち寄り、自治会の班単位等で避難場所と避難経路を集計し、参加者で意見交換します。自分とは異なる考え方がわかり、参考になります。


・「Ｍｙまっぷラン」の集計結果は、下図のように図化することで誰にも分かりやすくします。





○避難の際の行動等の話し合い


・「Ｍｙまっぷラン」を取り入れれば全ての課題が解決するわけでなく、災害時要援護者の避難や自動車による避難等については、地域でどのような方法で対応していくのか、話し合い、意見を引き出します。











ポ　イ　ン　ト





■課題の検討イメージ





■「Ｍｙまっぷラン」の集計結果





【概要】


○「Ｍｙまっぷラン」に記載した避難場所と避難経路をもとに、津波避難訓練を実施します。


○津波避難訓練実施後に、津波避難訓練の評価、今後の取組についてワークショップを行います。





第４回（全体会議）　津波避難訓練を実施し、今後の取組を検討する
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○津波避難訓練の実施時期


・「Ｍｙまっぷラン」に基づき津波避難訓練を行うことによって、ワークショップで話し合ったことを検証し、新たな課題を抽出します。


・最初は多くの人が参加しやすい時期（休日の午前中等）に行うことが望ましいですが、季節や時間によって非常持ち出し品や服装等、準備するものが異なることから、季節や時間（朝、昼間、夜間等）を変えた津波避難訓練を継続的に実施することも必要です。





○津波避難訓練の後のワークショップ　


・これまでの津波避難訓練は、終了後に自由解散となることが多いですが、これでは津波避難訓練を実施した効果や課題を検証できません。津波避難訓練を実施した後にワークショップで課題等を話し合えば、非常に効果があります。


・ワークショップでは、避難時間の目標を達成したかどうか、津波避難訓練でできたこと・できなかったこと等、「Ｍｙまっぷラン」の実効性の検証や地域における課題を浮かび上がらせることが必要です。


・このため、津波避難訓練の前にアンケート調査票を配布しておき（津波避難訓練の告知チラシと合わせて配布等）、津波避難訓練実施後のワークショップで、避難目標時間の達成状況、防災マップに記載した内容の検証、津波避難訓練でできたこと・できなかったこと等について、記入してもらいます。





○課題に対する取組の方向性の検討　


・防災マップに落とし込んだ内容や、第３回で課題に挙がった事項を、今後どのようにして取組んでいくのか話し合います。


・地域における津波避難の目標と今後検討していく内容等を整理し、地域の津波避難計画のもとになる内容を整理します。





■取組方向の検討イメージ





【概要】


○これまでの活動を振り返り、地域の津波避難計画について話し合い、作成します。


○今後の取組について検討します。





第５回（コア会議）　地域の津波避難計画を作成し、今後の取組を検討する














○これまでの活動の成果、課題の確認


・これまでの活動を振り返った中で、成果や課題等を話し合い、今後行うべき活動やその内容等について話し合います。


○地域の津波避難計画の作成


・コアメンバーが市町の協力を得ながら作成した素案をもとに、地域の津波避難計画に記述する内容等を協議し、作成します。


○ＰＤＣＡの実施


・次回までの目標と実施方策を設定し、実行に移していくＰＤＣＡサイクルを確認します。
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■地域の津波避難計画（案）の例









